
主成分分析による次元縮約

データを圧縮して,関係を見よう！

情報とデータサイエンス



情報1で学んだこと

２変数の関係を探る！

データ 散布図
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・
・

・
・
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データがたくさんあったら・・・？

データ(3変数） ３次元散布図



データがもっとたくさんあったら…？

データ 相関行列や散布図行列

結局全体的には何を言えばいいの？

→こんな時に役立つ１つの方法が、主成分分析



圧縮（要約）のイメージ

散らばりを最大化するように、空間上で軸を決める。

（一番散らばって見えるところで、見下ろすイメージ）



主成分分析

多次元のデータを低次元の主成分に圧縮（要約）することで、

データの構造を可視化できる。



今回使用する題材

https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/

SSDSE-家計消費（SSDSE-C）
 都道府県庁所在市別の家計消費データを集めたデータセット

のうち、一部。
 都道府県庁所在市別（→都道府県に読み替え）
 二人以上の世帯の１世帯当たり（≒人口は関係なし）
 品目別（食料の全品目）年間支出金額を収録。

課題「都道府県ごとに、各食品の消費には
どんな傾向があるだろう？」

https://www.nstac.go.jp/use/literacy/ssdse/


今回使用する環境

オープンソースの統計解析向けプログラミング言語



コマンドの解説(一時停止して見て下さい）

syouhi <- read.csv(“syouhi.csv",h=T,row.names=1)
変数「syouhi」に「syouhi.csv」ファイルを読み込む。
h=T ヘッダが存在する。 ／ row.names=1 1列目のデータを行の名前にする。

result <- prcomp(syouhi,scale=T) 
prcomp関数で主成分分析を実行する（主成分分析＝ Principal component analysis） 。

plot(result$x)
result$xの値を使ってグラフを表示する。横軸が主成分1,縦軸が主成分2となる。

text(result$x,rownames(syouhi),pos=1,cex=1.4)
ラベルを追加する。
rownames(syouhi) → 各データの名前（青森県,……）
pos=1 → ラベルの位置（下）。他の数字指定で,表示位置を変更できる。
cex=1.4 → テキストの表示倍率。文字サイズ（Character Expansion）の頭文字。



復習 主成分分析の目的を思い出そう

多次元のデータを低次元の主成分に圧縮（要約）することで、

データの構造を可視化できる。





結果の読み取り方

result

PC  Principal Component （主成分）

PC1=
(-0.38)✕穀類 ＋ (-0.40)✕ 魚介類 ＋ …… + (-0.46)✕野菜・海藻 + ……

総合消費度



結果の読み取り方

result

PC  Principal Component （主成分）

食傾向

PC1=
(-0.38)✕穀類 ＋ (-0.40)✕ 魚介類 ＋ …… + (-0.46)✕野菜・海藻 + ……



魚・野菜・果物

肉・卵・牛乳・穀物

総合消費度
低

総合消費度
高



復習 主成分分析の目的を思い出そう

２軸でどれくらい説明できているの？

多次元のデータを低次元の主成分に圧縮（要約）することで、

データの構造を可視化できる。





説明

• Proportion of variance（寄与率）
データ全体のばらつきをどれくらい説明できているか？

２軸でデータ全体の67%を説明できている！
（今回の場合、元のデータは8次元）

• Cumulative Proportion（累積寄与率）
その成分までで、データ全体のばらつきをどれくらい説明できているか？



魚・野菜・果物

肉・卵・牛乳・穀物

総合消費度
低

総合消費度
高

わりと東北でまと
まっている

自分の都道府県。
山形県も近い。

わりと関西でまと
まっている

地方別に見てみると？
自分の都道府県と近いところは？



おわりに

他にも様々な例でやってみよう！
 好きなゲームのキャラクタパラメータ
 野球選手の成績


